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令和８年４月 

自主防災会長会議資料 

 

掛川市防災訓練 3カ年計画に基づく令和７年度訓練成果及び令和８年度訓練目標 

 

１ 掛川市の目指す姿に対する達成状況（自助・共助） 

 

 目指す姿 達成基準 達成状況 

市１ 自助、共助の重要性を理解して

いる 

地区防災計画を策定している 

地域で防災訓練が計画できる 

     

市２ ハザードマップを理解している 自分が避難すべきか正しく理解している      

市３ 警戒レベルを正しく理解し、正し

く行動できる 

警戒レベルに応じた行動を正しくとれる      

市４ 家庭の避難計画を作成してい

る 

災害（地震、風水害）に対応した避難計画を作

成できている 

     

市５ 地域防災計画につながる地区

防災計画を作成している 

地区防災計画が実効性を有している      

市６ 若者、女性が地域防災に参画

できている 

若者、女性の観点を取り入れた地区防災計画、

地区訓練が策定できる 

     

市７ 自主防災会と消防団が連携を

とれている 

自主防災会が消防団と常日頃から連携できて

おり災害予防及び災害時に協力体制がとれて

いる 

     

市８ 避難所運営が地域のみででき

る 

支部員がいない状況においてアクションカードを

用いて地域住民のみで避難所運営ができる 

     

市９ 地域で要配慮者を避難させる

ことができる 

避難行動要支援者を確実に掌握できており、地

域で避難させることができる 

     

市１０ 市民トリアージができ、救護所

までの搬送ができる 

市民トリアージの理解が進み、一部の市民が実

際に行える 

     

市１１ こどもの頃から防災に関して知

識を有する 

全小学生が知育、体育、徳育を理解している      
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２ 訓練成果のまとめ 

（１）訓練内容（自助・共助） 

水防・土砂災害訓練、総合防災訓練、地域防災訓練を実施。 

（２）訓練成果（達成状況：約 10～20%） 

・ 自主防災会長への計画説明は実施したが、理解が十分に得られていない状況。 

・ 地域で広域避難所を自ら運営できる能力が限定的。運営能力の向上が必要。 

・ 市民の自助・共助意識もまだ十分とは言えず、さらなる啓発が必要。 

 

３ 令和８年度の訓練目標 

   地域の特性および能力に応じて段階的に訓練 

（掛川市防災訓練 3カ年計画に基づく目指す姿の達成すべき項目参照） 

・ 南海トラフ地震を想定し、地域のみで避難所運営ができることを目標 

・ 地域と多様な主体（公的機関、民間、ボランティア等）との連携 

・ 地域の能力に応じて市民トリアージも実施 

・ 孤立予想集落の更なる資器材及び訓練の充実 
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掛川市防災訓練 3カ年計画に基づく目指す姿の達成すべき項目（訓練選択項目） 

 

１ 令和８年度水防・土砂災害訓練（市２、市３、市４、市７、市９、市１１） 

・ ハザードマップ・警戒レベルの理解と避難行動 

□地区内の土砂災害警戒区域、浸水区域（以下警戒区域等）の把握 

□避難場所、避難所の把握 

□警戒レベルの理解、行政発令情報の理解 

□災害リスクを回避した家庭の避難計画の作成 

□警戒区域等の現地確認、地区内での共有 

□警戒区域等内居住者の把握、自宅訪問、危険性の説明 

□避難スイッチ（気象情報、避難指示等の発令による避難開始時期）の決定 

・ 消防団と連携した情報収集、避難の呼びかけ 

□自主防災会と消防団との顔合わせ、連絡体制の構築 

□消防団と危険箇所、危険家屋の現地確認 

□消防団との連携訓練（情報収集、避難の呼びかけ、要配慮者避難訓練） 

・ 要支援者の避難 

□要支援者の把握 

□要支援者個別避難計画の作成 

□要支援者を含めた避難訓練 

・ こどもの防災力向上 

□地域訓練への多様な年代の参加 

・ その他 

□防災リーダー養成講座修了者による教育 

 

２ 令和８年度総合防災訓練（市１、市４、市６、市７、市８、市９、市１０、市１１） 

・ 広域避難所の開設及び運営、備蓄品の確認、給水、非常用トイレの設置 

□避難所の安全点検要領 

□避難所立ち上げ組織発足要領 

□居住班の編成要領（車中泊含む） 

□避難所設営要領（レイアウト図、ルール等の張り出し、トイレ設営要領） 

□避難所利用者名簿の作成（要配慮者の把握） 

□避難所運営組織の編成要領（運営業務の役割分担） 

□本部運営会議の開催要領 

□被災者のニーズ、健康状態の把握要領 

□女性、こども等多様な主体の参画 
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□ペット同行訓練 

□避難行動要支援者の避難生活訓練 

・ 地区防災計画に基づく初期消火、延焼防止、負傷者救出・救護、市民トリアージ 

□初期消火訓練 

□負傷者救出・救護、市民トリアージ訓練 

・ その他 

□防災リーダー養成講座修了者による教育 

 

３ 令和８年度地域防災訓練（市１、市４、市６、市７、市８、市９、市１０、市１１） 

・ 各家庭における訓練 

□黄色いハンカチの活用による安否表示 

□備蓄品、非常用持ち出し品の確認 

□防災メールマガジン、LINEの登録 

□家庭の避難計画の作成、見直し 

□災害用伝言ダイヤル「１７１」「WEB171」の体験 

・ 地域避難所の開設及び運営、備蓄品の確認、給水、非常用トイレの設置 

□避難所の安全点検要領 

□避難所立ち上げ組織発足要領 

□居住班の編成要領（車中泊含む） 

□避難所設営要領（レイアウト図、ルール等の張り出し、トイレ設営要領） 

□避難所利用者名簿の作成（要配慮者の把握） 

□避難所運営組織の編成要領（運営業務の役割分担） 

□本部運営会議の開催要領 

□被災者のニーズ、健康状態の把握要領 

□女性、こども等多様な主体の参画 

□ペット同行訓練 

□避難行動要支援者の避難生活訓練 

・ 地区防災計画に基づく初期消火、延焼防止、負傷者救出・救護、市民トリアージ 

□初期消火訓練 

□負傷者救出・救護、市民トリアージ訓練 

・ 要支援者の避難 

□要支援者の把握 

□要支援者個別避難計画の作成 

□要支援者を含めた避難訓練 

・ その他 

□防災リーダー養成講座修了者による教育 
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自主防災会長会議資料  

危機管理部危機管理課  

 各自主防災会長各位 

 

防災タブレットの廃止に伴う今後の運用について 

 

日ごろより当市防災行政におきまして、御理解と御協力をいただき誠にありがとうござ

います。 

標記の件について、下記のとおりお知らせ及びご案内を申し上げます。 

 

記 

 

１ 防災タブレット通信契約の終了について 

未来共創課で所管し各自治区へ配布しているタブレットを、令和８年９月末（契約期間

満了）をもって通信契約を解約することといたしました。 

 

２ 今後の連絡方法について（「＋メッセージ」アプリの利用） 

これまで避難所参集報告等はタブレットを通じて行っていただいておりましたが、各自

主防災会長がお持ちの端末（スマートフォン等）から、「＋メッセージ（プラスメッセージ）」

アプリを用いて支部との連絡・報告を行っていただきますようお願いします。 

 

３ アプリのインストールおよび登録方法 

（１）対象となる端末 

・自主防災会長ご本人が日常的に使用しているスマートフォン等 

（※原則として１自治区につき１端末の登録をお願いいたします。） 

（２）アプリの概要 

・名称：「＋メッセージ（プラスメッセージ）」 

・用途：支部からの連絡（訓練案内、災害時の連絡等）、避難所参集報告の送受信等 

 

（３）インストール方法 

iPhone（iOS）の場合          Android の場合 

               

※既に「＋メッセージ」アプリが端末に入っている場合は、インストールは不要です。 
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対象

自主防災会長

４月
13日
14日
15日

（月）
（火）
（水）

19時～20時
19時～20時
10時～11時

〇　自主防災会長会議

　防災会長・区役員を対象とし、方針や年間計画等を御説明

13日：本庁4階会議室
14日：本庁4階会議室
15日：大東支所3階会議室

17日 （日） ８時～12時
■　掛川市水防訓練・掛川市土砂災害訓練

　風水害に備え、避難行動の確認・地域防災力の強化を目的とする
市内全域

〇　広域避難所運営連絡会

　運営方針やマニュアルの確認、行政と自主防災会の運営体制を構築
各広域避難所等

６月
20日
21日

（土）
（日）

終日
▽　第１回防災リーダー養成講座（初級編）

　「発災後の６時間を生き延びるため」の基礎知識を学ぶ座学・実践講座
中央消防署

７月 11日 （土） 終日
▽　避難所運営担い手講座

　避難所運営担当者を対象とした基礎知識習得のための座学・実動講座
上内田小学校

13日 （木） 終日

▽次世代防災リーダー養成講座

　小学４-６年生を対象とした消防署・地震防災センターでの学習講座
　（ジュニア防災士の取得可）

中央消防署
地震防災センター

22日 （土） 午後
▽　女性防災講座

　女性を対象とし、防災知識の習得・災害対応力の向上を目指す講座
本庁４階会議室１

５日 （土） 15時～19時
■　掛川市総合防災訓練

　南海トラフ巨大地震に備え、広域避難所運営能力の向上を目的とする
市内全域

12日
13日

（土）
（日）

終日
▽　第２回防災リーダー養成講座（初級編）

　「発災後の６時間を生き延びるため」の基礎知識を学ぶ座学・実践講座
中央消防署

15日 （火） 夜間
▽  防災研修会

　防災会長・区役員・市民を対象、防災意識の向上・知識習得を目指す研修
生涯学習センター

10月
28日
29日

（水）
（木）

未定
▽　飲料水兼用防火水槽 操作研修

　一部の自主防災会を対象とした、操作方法を学ぶ実動研修
市内各所

11月
28日
29日

（土）
（日）

終日
▽　第３回防災リーダー養成講座（初級編）

　「発災後の６時間を生き延びるため」の基礎知識を学ぶ座学・実践講座
中央消防署

12月 ６日 （日） ８時～12時
■　掛川市地域防災訓練（掛川市津波避難訓練含む）

　各家庭・自主防災会の防災力の向上を目的とする
市内全域

２月
■　原子力防災訓練（県と市の共催で実施）

　対象地域の自主防災会長等を対象に避難訓練を実施
未定

５月

随時開催

８月

９月

未定

令和８年度　防災訓練・研修等の年間計画

月 日 曜日 時間 場所

■訓練 〇会議 ▽講座・研修
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令和８年度 掛川市水防・土砂災害避難訓練実施計画書 

（自主防災会） 
１ 主 旨 

  近年、激甚化する風水害に備え、豪雨災害発生時における主体的・自主的な避難行動を促進す

るため、関係団体等が協働し、風水害に対する避難体制の強化を図る。 

 

２ 実施日時  

 ・令和８年５月17日（日）午前８時00分から12時00分 

 ・同報無線放送及びメール 

８時00分 地域避難所開設（自主防災会メール） 

８時30分 高齢者等避難（同報無線） 

９時00分 避難指示（同報無線） 

９時50分 避難指示解除（同報無線） 

※訓練終了の同報無線放送は行いません。 

消防団との顔合わせを行った後、地域避難所の閉鎖報告をもって終了としてください。 

 

３ 対  象  

  市内全自主防災会 

 

４ 参加団体 

  自主防災会、消防団、災害対策本部、災害対策支部、危機管理課 

 

５ 訓練の想定 

   発達した梅雨前線の影響で県内は豪雨となり、風水害の危険が高まったため、静岡地方気象 

台と静岡県は掛川市にレベル３大雨警報・レベル３土砂災害警報を発表した。掛川市は災害 

対策本部を設置し、避難所の開設や避難指示の準備を進め、必要に応じて避難指示を発令。 

住民は避難場所へ移動し、自主防災会は安否確認などの活動を実施する。 

 

６ 訓練内容 

（１）必須訓練 

・水害時（浸水・土砂）における地域避難所の開設訓練 

－運営備蓄品の確認、給水、非常用トイレの設置 

・広域避難所との情報伝達訓練（デジタル簡易無線機 ICOM） 

  －避難・被災状況、その他要望事項等の共有 

   （開設報告は８時30分から９時30分まで、閉鎖は訓練時間内の適宜の時間に実施） 

・消防団との連携 

  －消防団員との顔合わせ 

（２）選択訓練 

   付紙１「掛川市防災訓練３カ年計画に基づく細部訓練計画」より各自主防災会で選択し実施 

 

７ 自主防災会提出書類 

別紙２「訓練実績報告書」・・・・・・・・・５月29日(金)までに提出をお願いします 

《提出先》 市役所本庁１階危機管理課又は大東・大須賀支所地域支援係迄 

ＦＡＸ：２１－１１６８（危機管理課） 

別紙１ 
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８ 訓練の縮小又は中止の決定 

 

（１） 南海トラフ地震に関連する情報(定例の情報を除く)が発表された場合、直ちに訓練を 

中止する。 

  （２）掛川市に津波警報、津波注意報が発表された場合及び震度５弱以上の地震が発生した場合、

直ちに訓練を中止する。 

（３）掛川市で震度４以上の地震が発生した場合及び気象警報（大雨、洪水、暴風、高潮）が発

表された場合は、直ちに被害情報の収集を行い、縮小又は中止を決定する。 

 （４）掛川市に雷注意報が発表された場合、状況により中止する。 

  （５）その他災害事案が発生した場合、当該事案の状況により訓練を縮小、中止する。 

※訓練を中止、変更する場合は、５月17日（日）午前７時００分までに「自主防災会向けメ

ール」及び「同報無線放送」により連絡します。 
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付紙１ 

掛川市防災訓練 3カ年計画に基づく細部訓練計画 

 

１ 自助・共助の目指す姿（市民） 

 目指す姿 達成基準 レベル 

市１ 自助・共助の重要性を理解

している 

地区防災計画を策定している 

地域で防災訓練が計画できる 

Ⅱ 

Ⅰ 

市２ ハザードマップを理解して

いる 

自分が避難すべきか正しく理解している Ⅰ 

市３ 警戒レベルを正しく理解

し、正しく行動できる 

警戒レベルに応じた行動を正しくとれる Ⅰ 

市４ 家庭の避難計画を作成して

いる 

災害（地震、風水害）に対応した避難計

画を作成できている 

Ⅰ 

市５ 地域防災計画につながる地

区防災計画を作成している 

地区防災計画が実効性を有している Ⅱ 

市６ 若者、女性が地域防災に参

画できている 

若者、女性の観点を取り入れた地区防災

計画、地区訓練が策定できる 

Ⅱ 

市７ 自主防災会と消防団が連携

をとれている 

自主防災会が消防団と常日頃から連携で

きており災害予防及び災害時に協力体制

がとれている 

Ⅲ 

市８ 避難所運営が地域のみでで

きる 

支部員がいない状況においてアクション

カードを用いて地域住民のみで避難所運

営ができる 

Ⅱ 

市９ 地域で要配慮者を避難させ

ることができる 

避難行動要支援者を確実に掌握できてお

り、地域で避難させることができる 

Ⅲ 

市 10 市民トリアージができ、救

護所までの搬送ができる 

市民トリアージの理解が進み、一部の市

民が実際に行える 

Ⅲ 

市 11 こどもの頃から防災に関し

て知識を有する 

全小学生が知育、体育、徳育を理解して

いる 

Ⅰ 
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２ 目指す姿の達成すべき項目（令和８年度訓練の選択項目） 

（１）令和８年度水防・土砂災害訓練（市２、市３、市４、市６、市７、市９、市 11） 

・ ハザードマップ・警戒レベルの理解と避難行動 

□地区内の土砂災害警戒区域、浸水区域（以下警戒区域等）の把握 市２ 

□避難場所、避難所の把握 市４ 

□警戒レベルの理解、行政発令情報の理解 市３ 

□災害リスクを回避した家庭の避難計画の作成 市４ 

□警戒区域等の現地確認、地区内での共有 市２ 

□警戒区域等内居住者の把握、自宅訪問、危険性の説明 市３ 

□避難スイッチ（気象情報、避難指示等の発令による避難開始時期）の決定 市３ 

 

・ 消防団と連携した情報収集、避難の呼びかけ 

□自主防災会と消防団との顔合わせ、連絡体制の構築 市７ 

□消防団と危険箇所、危険家屋の現地確認 市２、市７ 

□消防団との連携訓練（情報収集、避難の呼びかけ、要配慮者避難訓練） 市７、市９ 

 

・ 要支援者の避難 

□要支援者の把握 市９ 

□要支援者個別避難計画の作成 市９ 

□要支援者を含めた避難訓練 市９ 

 

・ こどもの防災力向上 

□地域訓練への多様な年代の参加 市６、市 11 

 

・ その他 

□防災リーダー養成講座修了者による教育 
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【        自主防災会】 

 
【参加人数】 

 自主防災会役員  人   一般住民  人 

 

【訓練内容】 実施した項目に☑してください 
・ ハザードマップ・警戒レベルの理解と避難行動 

□地区内の土砂災害警戒区域、浸水区域（以下警戒区域等）の把握 市２ 

□避難場所、避難所の把握 

□警戒レベルの理解、行政発令情報の理解 市３ 

□災害リスクを回避した家庭の避難計画の作成 市４ 

□警戒区域等の現地確認、地区内での共有 市２ 

□警戒区域等内居住者の把握、自宅訪問、危険性の説明 市３ 

□避難スイッチ（気象情報、避難指示等の発令による避難開始時期）の決定 市３ 

・ 消防団と連携した情報収集、避難の呼びかけ 

□自主防災会と消防団との顔合わせ、連絡体制の構築 市７ 

□消防団と危険箇所、危険家屋の現地確認 市２、市７ 

□消防団との連携訓練（情報収集、避難の呼びかけ、要配慮者避難訓練） 市７、市９ 

・ 要支援者の避難 

□要支援者の把握 市９ 

□要支援者個別避難計画の作成 市９ 

□要支援者を含めた避難訓練 市９ 

・ こどもの防災力向上 

□地域訓練への多様な年代の参加 

・ その他 

□防災リーダー養成講座修了者による教育 

 
【振り返り・検討事項など】自由記述 

 

 

 

 

 

 

5月 29日(金)までにＦＡＸ 又は危機管理課（各支所地域支援係）まで御提出願います。 

                             ＦＡＸ：２１－１１６８（危機管理課） 

令和８年度 掛川市水防・土砂災害避難訓練実績報告書 
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【ダウンロードはこちら】

iPhone用 android用

「情報提供」選択 「気象警報・注意報」
を選択

「異常なし」を選択し
「状況報告」

「リアルタイム
防災」を選択

マップで災害等の
発生状況を把握

※アプリのインストールは無料です。ご利用の際は地域設定を「掛川市」に設定してください。

 掛川市では、今年度からJX通信社が開発したアプリ「ニュースダイジェスト」を活用した地域（災
害）情報の収集・共有を行います。このアプリでは、身の回り出来事（災害など）を匿名で情報提供
でき、その情報をＡＩや人が確認をして、誰もが閲覧できる地図上に掲載されます。また、情報提供
者にはPayPay等に交換できるポイントが付与されます。市民の皆さんで情報共有することが安全安
心に繋がりますので、アプリのダウンロードと活用をお願いします。

あなたの情報が掛川市民を救う
地域密着型ニュース速報アプリで災害情報の共有を！
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